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ヒ

ツ

資
本
理
論
者

|
|
「
ヒ
?
グ
見
の
生
産
県
論
」
績
稿
|
|

ク

ス

伝〉

青

山

秀

夫

ヒ
ツ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
ベ

1
ム
の
「
平
均
生
産
期
間
」
概
念
の
狙
模
は
、
生
産
計
聾
の
構
迭
を
軍
一
の
数
値
を
以
て
表
現
す
る
E

と
、
謂
は
ば

R
R
W
E自ゆ『
MEご
ロ
牛
田

z
p
o
o
F
R
B
n
Z円
。
ご
F
0
1
P
ロ
ミ
を
輿
へ
る
E
と
に
存
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
、

ベ
1
ム
白
指
数
は
、
既
に
ナ
イ
ト
の
指
摘
し
た
通
り
、
不
断
に
生
産
用
後
が
連
続
的
忙
投
下
さ
れ
、
そ
と
か
ら
不
断
に
生
産
物
が
生

れ
つ
つ
あ
る
現
賓
の
生
康
過
程
に
は
溜
用
し
難
い
困
難
を
持
つ
。
此
白
困
難
を
売
れ
ワ
つ
、
ペ

1
ム
の
指
数
を
一
般
化
し
た
の
が
、

ヒ
ツ
ク
巧
の
指
数
、
「
計
費
の
平
均
期
間
」
宮
内
調
耳
目
唱
官
コ
邑
。
肉
声
宮
田
品
目
)
乃
至
「
徐
剰
の
流
れ
の
平
均
期
間
」

(
F
0
2
3官
官
岡
山
。
仏

。
士
宮
号
E
E
邑

E
4
E
2
)
で
あ
る
。
此
白
巳
ツ
タ
ス
の
指
数
は
、

P
主
計
書
の
平
均
期
間
と
す
れ
ぽ
、
記
鋭
的
に
は

M
U
N

育
会

(
同

8

7

叫
国

で
表
は
さ
れ
る
が
、
明
か
に
と
れ
は
ベ

1
ム
の
指
数
を
特
殊
の
揚
合
と
し
て
合
み
つ
つ
、
帥
楠
も
投
下
も
産
自
も
連
繍
的
に
行
は
れ
る

現
賓
の
生
産
過
程
に
趨
用
し
得
る
も
白
で
あ
る
。

い
p

自
主
官
も
な
〈
、
ベ
1

ム
の
「
平
均
生
産
期
間
」
は
、
車
な
る
生
産
計
盤
の
指
数
で
は
な
〈
、
生
産
権
瞳
、
或
は
世
曾
争
一
世
田
生
産
梼
誼
の
指
数

で
あ
っ
た
。
ヒ
ツ
タ
ス
が
こ
れ
を
出
産
計
量
目
指
数
、
と
見
る
E
K
に
つ
い
て
は
問
題
剖
存
す
る
が
、
キ
暫
〈
と
れ
ま
置
〈
。

2
て
、
田
で
定
議
さ
れ
た

ヒ
ッ
タ
ス
の
委
本
開
諦

第
五
十
六
巻

軍

樺
王
艶

寸2

帯ヨドリ稿は本誌前月視所掲拙稿「ヒツクス白生産理論」の積稿である。従って記観
は前橋田ものを引続いてそのまま用ひ、方程式番説は前稿に直ちにヨl績〈も由
とする。



ヒ
ツ
タ
λ

円
安
本
理
論

第
五
十
六
巻

宜
三
四

揮
五
競

七

指
数
が
4

1

ム
の
そ
れ
を
特
殊
の
場
合
と
し
て
合
む
と
と
は
次
の
加
〈
に

L
て
知
ら
れ
る
。

1

1

4
1
ム
討
取
扱
っ
た
場
合
に
於
て
は
舟
車
生
産
物
白
割
引
と
い
ふ
こ
と
は
度
件
制
さ
れ
た
。
従
円

J

て
ペ
1

ム
の
指
数
に
誼
臆
せ

L
品
る
震
に
は
上
記

円
ウ
且
イ
ト
の
中
か
ら
局
を
酷
か
ね
ば
な
ら
向
。
更
に
ベ
『
ム
の
場
合
に
は
、
そ
の
特
異
な
生
産
構
造
現
に
よ
っ
て
、
ウ
エ
イ
ト
に
用
ひ
ら
れ
る
G

の
内
特
が
簡
単
と
な
る
。
先
づ
、
此
の
場
合
uv

は
車
な
る
「
生
産
期
間
」
に
等
L
い
。
今
こ
れ
を
便
宜
上
同
ピ

ν
で
衰
は
さ
う
。
次
に
、

4

1

ム
が
考

へ
た
の
は
牢
産
用
役
が
謡
夫
、
然
も
代
表
的
な
場
合
に
つ
い
て
一
再
「
ば
、
同
じ
割
合
で
、
此
白
「
生
産
期
間
ー
の
あ
ひ
だ
投
下
さ
れ
、
最
後
に
生
産
物

が
一
瞬
に
し
て
現
は
恥
る
場
合
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
白
町
内
容
を
な
す
志
の
は
比
の
同
ビ
割
合
で
投
下
さ
れ
る
用
役
で
あ
る
。
今
此
語
の
関
係
を
と
り

ま
て
上
詑
の
P
を
計
算
す
れ
ば
、

P
は

K
4
P
と
な
る
。

7
2於
て
平
均
長
期
間
は
た
だ
の
生
産
期
聞
の
キ
分
に
等
じ
い
是
一
置
は
れ
る

が
、
曲
目
結
果
は
こ
の
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

h
f
の
如
〈
に
し
て
ヒ
ク
ク
ス
ノ
の
指
数
P
が
特
時
の
場
合
と
し
て
、

4

1

ム
白
指
数
を
、

上
認
の
限
定
白
下
に
於
て
で
は
あ
る
が
、
ー
合
む
こ
と
が
理
解
せ
ら
れ
る
。

さ
て
、
ベ
1
ム
白
迎
論
に
於
て
か
く
の
如
苦
指
数
が
演
や
る
役
割
は
、
利
Z
I
歩
合
の
愛
動
に
件
ふ
生
産
構
造
の
礎
動
を
数
値
的
に

表
示
す
る
己
と
に
存
し
た
。
然
ら
ば
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
指
数
は
此
の
黙
に
闘
し
て
何
を
教
へ
る
で
あ
ち
ろ
か
。
そ
れ
は
ベ

1
ム
の
指
数

が
演
じ
た
と
同
様
白
役
割
を
演
じ
得
る
で
あ
ら
う
か
。

此
の
問
題
に
閲
し
て
上
記
の
指
数
は
先
づ
一
つ
の
困
難
を
含
む
か
の
如
〈
見
え
る
。
「
計
聾
の
平
均
期
間
」
は
お
が
示
す
如
く
一

つ
の
加
霊
平
均
で
あ
る
が
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
謂
は
ぽ
割
引
さ
れ
た
る
剰
飴
で
あ
る
か
ら
、
此
白
ウ
エ
イ
ト
自
身
が
利
子
歩
合
の
務

動
に
伴
っ
て
踊
出
動
す
る
。

従
っ
て

利
子
歩
合
が
受
動
し
た
揚
合
に
は
、

此
の
ウ
エ
イ
ト
が
鑓
動
ず
る
結
果
と
し
て
、
仮
に
生
産

計
霊
に
何
百
白
餐
動
が
た
い
と
し
て
も
、
計
葺
の
平
均
期
間
の
援
動
を
生
じ
得
る
。
明
か
に
此
の
場
合
に
於
て
は
、
平
均
期
間
泊
費

動
は
、
生
藷
計
撃
の
愛
動
を
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
(
計
書
そ
の
も
の
は
不
麓
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
J

E
ツ
ク
ス
の
指
数
は
か
く

の
如
雪
困
難
を
含
む
が
、
此
の
困
難
を
克
れ
る
た
め
に
は
、
利
率
四
世
動
よ
り
生
中
る
期
間
の
稜
動
よ

h
、
利
率
の
費
動
が
ウ
エ
イ
ト

と
し
て
影
響
す
る
部
分
を
除
去
し
て
、
そ
れ
が
生
産
の
計
義
(
即
ち
剰
僚
の
流
れ
)

に
及
ぼ
す
影
響
だ
け
を
純
粋
忙
抽
出
し
て
表
現
せ

• 



己
の
鴻
の
工
夫
と
し
て
ヒ
ツ
ク
ス
は
、
申
1
0
如
昔
期
間
の
叫
ん
較
を
行
品
。
|
|
先
づ
、

利
子
歩
合
が
支
配
す
る
欣
態
か
ら
出
張
す
る
。
此
の
利
子
歩
合
の

F
で
一
定
の
生
産
計
叢
が
設
定
さ
れ
、
此
の
生
産
計
警
に
針
し

て
指
数
ρ
引
を
得
る
。
究
に
此
の
利
子
歩
ぷ
口
が
鑓
動
し
た
欣
態

E
考
へ
る
。
此
の
新
利
率
に
封
膝
し
て
或
る
一
定
の
生
産
計
義
が
成
立

し
め
る
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ね
。

一
定
の

す
る
で
あ
ら
う
o

此
白
生
産
計
議
か
ら
平
均
期
聞
を
算
出
す
る
に
営
っ
て
、
ウ
エ
イ
ト
に
加
は
る
山
向
と
し
て
、
新
利
率
主
用
ふ
る
な

ら
ぽ
、
此
の
平
均
期
間
乃
は
、
生
産
計
喪
愛
更
を
純
粋
K
表
示
す
る
も
白
で
左
く
、
加
重
操
作
に
件
ふ
利
率
鎚
動
の
請
は
ぽ
不
純
な

影
響
を
そ
り
中
に
含
む
で
あ
ら
う
。
悼
惜
し
、
今
此
の
新
生
産
計
義
か
ら
平
均
期
間
を
算
出
す
る
に
営
っ
て
、
新
利
率
で
は
た
く
、
媛

勤
前
の
藷
利
率
を
用
ふ
る
と
と
と
す
れ
ば
、
か
く
て
得
ら
れ
る
平
均
期
間
D
h
は
、
最
早
此
の
不
純
た
影
響
を
含
ま
宇
、
生
産
計
護
の

時
世
動
だ
け
を
純
粋
に
表
示
す
る
と
と
と
注
る
。
此
の
意
川
井
に
於
て
ヒ
引
ク
ス
は
平
均
期
間
p
h
と
平
均
期
間
九
と
を
比
較
し
て
利
子
歩

合
鍵
動
が
平
均
期
聞
に
及
ぼ
す
影
響
を
見
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

利
子
歩
合
の
費
動
が
生
産
計
護
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
か
〈
白
如
く
、
「
計
聾
の
平
均
期
間
」
と
い
ふ
指
数
を
通
じ
て
、
然
も
時
世
動
前

の
平
均
期
間
と
同
盟
動
後
の
生
産
計
聾
に
基
づ
き
蕎
利
寧
に
従
う
て
算
出
さ
れ
た
平
均
期
間
、
と
の
比
較
と
し
て
考
察
ぶ
れ
る
が
、
此
の

考
察
の
結
果
は
、
直
ち
に
、
「
利
子
歩
合
の
下
落
は
平
均
朔
聞
を
延
長
せ
し
め
る
、
」
下

E
H
E
F
O
E
O
O同
F
E
E
-何
回
開

F
2
2宮

と
い
ム
結
果
を
も
た
ら
す
。
以
下
、
此
の
基
本
命
題
を
見
慈
し
易
い
形
ち
に
於
て
論
説
し
よ
う
。
己
の
た
め
に
は

E
E品
。
官
E
P
)

先
づ
、
此
白
命
題
の
内
容
を
解
析
的
に
表
現
し
、
衣
に
此
の
命
題
の
成
立
の
た
め
に
必
要
旦
充
分
一
段
保
件
を
導
き
出
し
て
置
く
白
が

便
宜
ー
と
思
ふ
。

上
の
命
題
に
照
臆
し
て
利
子
歩
合
が
下
落
す
る
揚
合
?
従
っ
て
割
引
率
。
山
が
騰
貴
す
る
揚
合
を
取
扱
ム
E
と
と
す
る
。
既
惑
の
如

〈
、
今
問
題
と
す
る
の
は
、
割
引
車

ιが
週
に
よ
っ
て
異
る
乙
ー
し
た
〈
、
凡
て
等
し
〈
、
そ
の
勝
賞
も
凡
て
一
校
に
行
は
れ
る
揚
ム
口

ヒ
ツ
ク
ス
の
責
本
世
論

第
五
寸
大
谷

王
三
ヨ

部
五
都

売i



u
v
ク
ス
の
費
本
理
論

第
一
九
十
六
巻

五
=
一
六

樺
宜
抽
珊

~b 

i1Y 

.
で
あ
る
。
今
上
記
に
定
ら
っ
て
、
最
初
の
割
引
率
を
8
と
し
、

そ
の
騰
貴
率
を
0
、

従
っ
て
騰
貴
後
の
割
引
率
を

』
+
『
』

と
す

る
。
(
騰
貴
が
問
題
な
の
で
る
る
か
ら
、
明
か
に
、
E
M
M
V

申
で
あ
る
。
)
従
っ
て
鍵
動
前
の
平
均
期
間
P
H
は

M内

R
C、

(
回

d

J

円

1
1

出
h
司
令
N

で
奥
へ
ら
れ
る
。
次
に
、
利
子
歩
合
同
型
動
後
の
、
然
も
奮
利
率
を
碁
礎
と
し
た
新
平
均
期
間
D
ハ
に
つ
い
て
は
、
党
づ
、
割
引
率
が
一

様
比

O
だ
け
鑓
動
し
た
揚
合
の
第
Z
遡
の
剰
除
の
増
分
を
五
口
々
は
制
忙
示
さ
れ
た
如
き
た
が
で
去
は
し
た
か
ら
、
新
生
産
計
霊
に

基
づ
〈
第
t
遡
白
刺
徐
は
句
、
+
同
会
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
新
平
均
生
産
期
間
P
H
は

凶
童
会
+
匂
C
m
)

盟、
C
M
+
凶
H
E
C
h

(
S
H
4
I
l
l
i
-
-
;
品
l
l
i
t
-
-

M
h
y
(
R
F
+』

C
L
M
U
R
P
+
M
R
2
F

L

E

E

 

で
興
へ
ら
れ
る
。
己
れ
に
於
て
、
ウ
エ
イ
ト
が
、
一
方
に
於
て
は
醤
割
引
率
に
賂

4yzsか
ら
、
他
方
に
於
て
新
生
産
計
聾
に
基
づ

〈
剰
品
臨
む
m
+
凡
之
が
か
ら
、
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
注
ら
ぬ
。

さ
て
上
記
の
基
本
命
題
が
宅
張
す
る
と
と
る
は
、
明
か
に
、
割
引
率
8
が
騰
貴
し
、
従
っ
て
恒
Vv号

ρ揚
合
に
は
、
仰
で
定
義
さ

れ
た
新
平
均
期
間
P
H
が
閉
山
で
定
義
さ
れ
た
新
平
均
期
間
p
h
よ
り
も
大
で
あ
る
己
と
で
あ
る
。
帥
ち

M
M
h
y
p
+
凶
E
P
l
M
m司
令
同

(

S

L

4

1
ト
人
引
「
1
1
V
」
ポ
ー
ー

凶
市
町
内
則
、
+
出
5
Q
h

出
官
会

一夜る

E
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此
の
不
等
式
側
の
充
漫
の
分
母
式
陀
於
て
第
二
項
を
上
記
の
拘
忙
よ
っ
て
計
算
す
れ
ば
、



と
た
る
由通

ら
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帥1

ち

(
臼
{
}
)

11 

o 

な
る
己
と
が
b
か
る
。
概
念
的
に
表
現
す
れ
ば
、
限
界
の
流
れ
の
費
本
債
値
室
内

E
主同
F
E
S
E。
。
士
宮
田
E
R
E
t
z
E
E
)
は
零

で
あ
る
。
従
ワ
て
不
等
式
幼
児
於
貯
る
左
京
商
也
曜
の
分
母
白
表
見
的
相
港
は
消
え
て
、
此
白
二
つ
の
分
母
は
何
れ
も
同
じ
も
の
で
あ

る
と
と
が
わ
か
る
。
帥
ち
、
モ
れ
は
何
れ
も
最
初
回
生
産
計
聾
の
資
本
償
値
K
等
し
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
資
本
慎
値
で
あ
る
以
上
.

モ
れ
が
正
で
あ
る
と
と
は
首
然
で
お
る
。
(
誰
が
負
目
費
本
慣
値
を
も
ワ
生
産
計
曹
を
樹
て
る
で
あ
ら
ラ
品
。
)
従
っ
て
抽
出
白
成
立
に
つ
い
て
は

分
母
は
完
全
に
度
外
腕
し
得
、
問
題
は
却
に
於
け
る
分
子
の
比
較
に
闘
着
し
、
"
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
た
だ
分
子
に
於
て
上
記

の
不
等
闘
係
が
成
立
す
れ
ば
よ
い

E
K
、
帥
ち

M
M
R
P
+
M
E
P
V
M
m百
余

(
国
同
)

tJ宝

成
立
す
れ
r.r 
よ
ν、

L凶ゼ己
もと
きE が
，<わ

V か
ーる。

即
ち

或
は
(25) 
主
用
ひ
.亡

(巴)

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

lh噌凶叶
Eh--J
担
E
ヂ〉号

な
る

E
K
(
曲
の
場
合
。

v。
な
る
陣
件
忙
注
意
さ
れ
た
い
)
が
誇
明
さ
れ
れ
ば
、
上
記
の
基
本
命
題
は
設
明
さ
れ
た
己
と
に
注
る
わ
け
で

ヒ
ウ
ク
ス
町
費
本
珊
諭

第
五
競

策
五
十
六
巻

五
一
二
七

，-l; 
五



ヒ
ッ
タ
ス
白
費
本
理
論

第
五
十
六
巻

E
=一
八

第
五
競

七
六

あ
る
。式

剖
白
最
左
過

H
E
h
胃
U

は
ヒ
ツ
ク
ス
が

c
で
示
し
た
(
四
国

nry
ぐ
と
日

E品
凸

4
M
E
F

目

V
U
U
H
)

も
白
日
じ
あ
る
が
、
と
れ
が
零
に
等
し
い
白
は
、

加
が
一
市
す
掴
り
、
「
経
済
主
瞳
の
選
揮
劃
象
白
憤
椅
が
凡
て
一
様
に
騰
落

L
、
そ
の
間
の
相
劃
倒
椅
が
平
捜
に
止
る
場
合
、
即
ち
債
格
鑓
動
が
ノ
ミ
ナ

ル
に
止
る
場
合
、
代
用
数
果
は
、
金
時
と
し
て
且
れ
ば
、
起
ら
ぬ
に
等
し
い
」
と
い
ふ
、
低
過
(
拙
稿
「
商
品
群
に
謝
す
る
需
要
L

五

四

回

五

四
r
t

頁
)

の
極
品
で
見
易
い
法
則
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
が
詑
〈

(
F
E
唱
団
回
同
〕
如
〈
、
F

「
利
子
歩
合
の
下
落
を
如
何
程
で
も
小
さ
〈
な
し
得

る
か
ら
、
」
泊
え
る
白
で
は
な
い
c

山田〈
mv
如
吉
ヒ
ツ
タ
ス
の
概
念
的
説
明
は
長
〈
理
解

L
難
い
と
い
ふ
他
は
な
い
。

〆

か
く
白
如
〈
「
利
子
歩
合
の
下
落
は
平
均
期
聞
を
延
長
せ
し
め
る
、
」
と
い
ム
上
記
の
基
本
命
題
の
誰
明
は
結
局
不
等
式
却
の
諸
問
明

に
蹄
着
す
る
。
己
己
で
苦
々
は
今
不
等
式
叫
に
現
は
れ
る
g
闘
に
闘
し
て
次
の
如
き
仮
設
を
設
け
る
。
既
越
の
如
〈
、
諸
々
の
X

に

τ

s

a

 

つ
い
て
成
立
寸
る
か
の
六
個
の
法
則
は
そ
白
ま
ま
諸
々
の
日
に
つ
い
て
も
成
立
す
る
が
、
先
づ
了
仙
叶
の
揚
合
の
島
町
ち
&
は
、
代

τ
 

用
白
羽
白
位
協
同
に
よ
り
、
負
で
あ
る
。
然
し
E
れ
以
外
の
向
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
は
屡
々
は
そ
白
正
負
を
預
め
指
定
す
べ
き
僚

件
を
有
し
た
い
。
止
と
ろ
で
今
吾
々
は
、
此
白
島
が
凡
て
圧
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
即
ち
梢
完
闘
係
は
全
然
存
在
せ
ね
と
仮
定
す
る
。

此
の
恨
定
は
、
代
用
の
項
の
か
の
六
個
白
性
質
と
昌
一
も
矛
盾
し
一
泣
い
。
更
に
亦
、
代
用
の
項
の
性
質
川
は
色
(
但
し
止
叶
，
と
す
る
)
の

m
b
 

大
多
数
が
正
で
泣
け
れ
ば
た
ら
取
己
と
を
示
す
や
う
に
思
は
れ
る
P

此
の
意
味
に
於
て
、

H
H
寸
た
る
揚
合
を
除
い
で
g
q
は
凡
て

E
で

あ
る
冒
と
仮
定
す
る
。

さ
て
此
の
伺
定
の
一
下
陀
不
等
式
閉
山
が
成
立
す
る
己
と
を
読
明
す
る
己
正
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
E
D
た
め
に
吾
-a
は
今

4
 

4

電

4

e

(∞∞
)

M

U

M

(

出
吋
)
議
士
国
ご

崎町。

d
u
c

た
る
式
を
考
へ
る
。
乙
れ
に
於
て

(
昨
!
と
£
芋
AF-d



友
る
項
は
、

T
寸
な
る
揚
合
は
明

m
p
k
零
で
あ
り
、
立

u?な
呂
場
合
は
、
引
は
と
記
に
よ
っ
て
疋
在
る
と
と
が
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る

見
M

τ

)

 

し
、
ん
は
勿
論
疋
で
あ
る
か
ら
、
正
で
あ
る
。
従
っ
て
、
お
は
正
か
、
少
く
と
も
零
で
あ
る
項
の
綿
和
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
印

(
 

ち
、
式
お
は
正
で
あ
る
。

(
 

と
こ
る
で
式
明
却
を
援
形
す
れ
ば
、

(
臼
品
)

脳
間
弘
司
l
a
M
R古田、

41剖
剖
(HMl回
目
寸
十
ベ

J
R
+叶回、=

H
M
M
2
τ
d国
三

回

MMUh叶
hyt田
町
、
+
凶
凶

tEht皿、
-d

除問
てEdqぜ

;目、
'OI 

+ 

τ旨
句凶ピ

:詰

電

ぜ

)

を
得
る
o

と
己
ろ
で
此
白
最
左
議
に
於
て
第
一
項
に
凶

hypd
が
現
は
れ
、
叉
第
=
一
羽
に

M
R
p
d
が
現
は
れ
た
が
、
阪
中
辿
の
お

d

拘

(

に
よ
っ
て
明
か
に
己
れ
ら
は
と
も
に
零
で
あ
る
。
従
う
て
此
h
u
最
充
品
曜
に
於
て
第
一
一
頃
も
第
三
項
も
と
も
に
零
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ゼ

ゼ

凶
凶
(
目
l
ぺ
)
閥
、

tEr--ー
日
凶
凶

R
a
d
h

町

、

刷

、

d

(
白
白
)

)
 

と
た
る
の
と
こ
ろ
で
此
の
式
加
に
於
て
、
左
越
は
、
上
記
の
如
く
、
内
十
叶
た
ら
ぽ
盟
、

-dVC
の
偲
定
に
よ
っ
て
、
五
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
、

ゼ

ゼ

l
同
凶
凶
実
寸

EApdVD

を
得
る
n

訟
と
鉛
と
は
一
止
の
叫
則
子
2
に
於
て
呉
昌
の
み
で
あ
る
。
叫
が
成
立
す
る
己
と
は
明
か
で
あ
る
。

(

(

 

(
白
出
)

【

ヒ
山
ツ
タ
ス
の
賓
本
理
論

勢
五
十
宍
巻

五一一一九

弾
五
貌

七
七



ヒ

Y
タ
ス
の
資
本
理
論

第
五
ナ
六
巻

五
凶

O

第
五
掛

七
八

次
に
利
率
受
動
白
傾
斜
毅
果
(
】
1
9
n
E
5
5目。

2
吉
田
巴
白
問
題
に
進
ま
う
。
吾
々
は
今
此
の
現
象
主
上
記
の
不
等
式
倒
乃
至
閣
の

経
済
皐
的
意
味
づ
け
と
し
て
考
へ
ょ
う
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
利
子
歩
合
下
落
は
平
均
期
聞
を
延
長
せ
し
め
る
」
と
い
ム
命
題
の

一
面
、
乃
至
は
内
容
と
し
て
考
へ
よ
う
と
す
る
。
即
ち
、
ヒ
ツ
ク
ス
が
平
均
期
間
と
い
ム
指
数
の
形
で
見
た
生
産
計
葺
乃
至
剰
飴
の

流
れ
の
形
態
D
襲
化
を
直
援
に
此
の
指
数
の
愛
化
か
ら
取
山
川
し
て
見
ょ
う
占
す
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
、
に
於
て
は
、
傾
剖
開
放
果
の
問
題
と
卒

均
期
間
延
長
放
果
D
問
題
と
は
、
並
列
的
に
、
取
扱
は
れ
て
は
ゐ
る
が
、
統
一
的
に
は
取
扱
は
れ
て
は
ゐ
た
い
。
今
吾
々
は
此
の
二

つ
の
問
題
を
統
-
的
K
取
扱
は
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
吾
々
の
如
曹
取
扱
ひ
が
資
本
理
論
の
停
統
か
ら
見
て
一
居
室
ま
し
い
己
と
は

い
ム
ま
で
も
た
〈
明
瞭
で
あ
る
。
此
白
た
め

ι、
先
づ
、
必
要
た
ヒ
ル
フ
ス
ザ
ウ
ツ
か
ら
絞
べ
る
。

}
 

と
己
に
草
調
に
増
大
す
る
有
限
個
の
項
よ
り
成
る
数
列
叫
が
あ
る
と
す
る
。
剖
ち
項
教
を
?
と
し
て
、

{
 

2ヨ

自
国
八
ハ

3
〈
g
ハ・

〈
Q 

と
す
る
。
今
此
の
数
列
に
つ
い
て
単
純
算
術
平
均
を
求
め
て
己
れ
を

α
と
す
る
。
即
ち

p

+

F

+

+

F

 

Q

U刷

(
臼
∞
)

と
す
る
。
次
に
今
、
此
D
数
列
に
つ
い
て
加
重
算
術
平
均
を
つ
〈
る
と
と
を
考
へ
る
が
、
此
の
揚
合
、
ウ
ェ
イ
ト
川
町
唱
と
し
て
、
凡
で

E
〔
又
は
零
)
で
然
も
皐
調
に
増
加
す
る
如
昔
も
の
、
邸
ち
記
載
的
忙
は

包

-MEド八
5
八
・
・
・
八
重
詰

}
 

左
Z
僚
件
を
満
足
す
る
も
の
を
用
ひ
る
。
即
ち
、
も
と
白
数
列
向
に
於
て
数
値
の
小
さ
在
項
に
は
小
さ
在
ウ
ェ
イ
ト
を
輿
へ
、
数
値

{
 

の
大
量
百
項
陀
は
大
き
左
ウ
ェ
イ
ト
を
輿
へ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
に
し
て
加
重
算
術
平
均
を
つ
ぐ
る
と
昔
、
此
の
一
加
重
算

術
平
均
が
も
と
の
草
純
算
術
平
均
よ
り
も
大
き
く
な
る
巳
と
は
極
め
て
見
易
い
こ
と
で
あ
る
。
卸
ち
、
加
賀
算
術
平
均
E
A
と
し
、



従
っ
て(

A
H
(
)
)
 

と
す
れ
ば
、

-
5
3
+
5
2
+
 

s

l

l

 
5
+
S
M
+
 

e

・+
S担
sa

+
g
i
 

( 

串
】

) 

』

V
a

で
あ
る
。

念
申
需
品
陀
謹
明
を
加
へ
て
置
か
う
e
h
E
瓜
(
畠
I
R
N
)

〉
。
な
る
こ
&
が
誼
明
さ
れ
れ
ば
、
引
は
成
立
す
る
と
是
正
な
る
e
此
の
譲
明
白
矯
め
に
、

B
F

晶

ん
仇
町
中
で
次
回
如
き
性
質
を
有
ワ
項
を
求
め
る

C

上
記
の
算
荷
平
均

σ
土
P
は
大
き
〈

t
い
項
で
、
然
も
そ
れ
に
最
も
近
い
項
、
印
ち
、

n
よ
り
大
き

〈
な
い
項
目
う
ち
最
大
の
も
の
、
と
れ
で
あ
る
。
勿
論
か
く
の
如
き
項
は
存
在
す
る
。
今
此
の
項
目
番
親
を
A
と
す
る
。
即
ち
、

R
N
M

八
』
八
八
ぬ
れ
仏
町
村
八

ε士
八

ま

3
〈
S
凶

〈

:

〈

NGV

〈

sv士
〈

g
aU

F

』

F

'

で
島
る
。
そ
と
で
今
、

A
よ
り
前
四
番
強
白
も
目
だ
け
取
っ
て

H
E
T
-島
)
な
る
総
和
を
考
へ
畠
左
、
明
か
に
こ
れ
は
し
円
買
シ
守
l
B
)
よ
り
小
さ

シ

ヤ

司

令

止

措

良

川

届

S

ぃ
。
従
っ
て
(
白
)
句
旦
〈
島
ぬ
)
〉

H
S
V
(
S
l
b
)
と
な
る
P

失
に

A
よ
り
先
白
番
旗
恒
け
を
取
れ
ば
、
(
島
)
H
S
言
l
a
)
V
H
5
(
S
!と
を

、J

、J-
F

H
同

副

n

M

S

温

詰

4nuν+凶
温

風

H
L
P十
凶

得
る
。
刷
出
井
岨
と
を
謹
謹
加
へ
る

'
t
(主
)
H
E
(
B
1ぬ
)
〉

LFえ
R
S
l
a
)
H
S
V
(句
会
1
3
G
)
H
O
を
得
る
。
印
ち
、

L
V
S
(島
。
)
〉
。
な
る
こ

と
、
従
う
て

な

る
亡

と
が旦
置』
明+
さ 3
.レ-
た+。
(41) 

は
と
れ+
ょ S
~ ..~ 

'o'V 
K "~ 
導+

ヤか J 
れ
る
@ 

+
s乙
a

号た
に
上
言己
白

数
J'U 

~. {α，} 
〉古l'
tF，皐
V 調

減
p 

自H
ち

(
串
串
)

V 
Q 

ヒ
ツ
タ
λ

白
費
本
盟
論

た
L
揚
合
を
考
へ
る
。
此
の
揚
合
、
前
と
同
様
に
却
を
満
足
す
る
ウ
ェ
イ
ト
を
用
ひ
で
加
重
算
術
平
均

A
を
う
〈
れ
ば
、
此
の
加
重

五
円
一

-b 
丸

第
五
十
大
巻

第
五
臓



ヒ
ヴ
ク
ス
内
費
本
理
論

策
五
十
六
巻

n. 
附

第
五
務

J、
O 

算
術
平
均
は
ウ
ヰ
イ
ト
な
し
で
つ
く
っ
た
単
純
算
術
平
均

α
よ
り
大
雪
い
。
此
の
揚
合
に
位
、
数
値
の
小
さ
た
羽
に
は
大
き
芯
ウ
ェ

イ
ト
が
、
数
値
の
大
き
な
現
に
は
大
昔
た
ウ
ェ
イ
ト
が
興
へ
ら
れ
る

b
貯
で
あ
る
か
ら
、
此
の
結
果
は
常
然
で
あ
る
と
云
へ
ょ
う
。

、》J

諮
明
は
前
と
同
様
で
品
る
。
此
の
場
合
に
は
、
数
列
羽
田
中
で
車
純
算
楠
平
均
a
よ
mm
小
宮
〈
な
い
も
自
の
中
で
最
も
そ
れ
に
近
い
項
を
求
晶
、
そ

事

J

L

S

D
-
書
抜

E
A
と
し
て
、
前
と
同
様
に
し
て
H
S向

(
S
R
)
V
。
・
と
な
る
と
と
を
誼
明
す
れ
ぽ
よ
い
。

以
上
は
、
設
明
は
梢
闇
倒
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
組
め
て
明
時
間
た
こ
ん
が
ら
で
あ
る
。
さ
て
以
上
主
千
懸
り
と
じ
て
、
首
面
の

問
題
に
必
要
な
ヒ
ル
フ
ス
ザ
ツ
ツ
を
絞
べ
よ
う
。
今
、
車
調
た
有
限
の
数
列

-F} 

( .. 
'" ) 

{
s
L
U
H
{
Q
Z
Q
M
W
 

が
奥
へ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
湛
増
的
で
あ
る
か
遁
誠
的
で
あ
品
か
、
謂
は
ぽ

2
2
2白
血
。
で
あ
る
か
、

ι
引
か
ら
ね
と
す
る
。
と
己
み
で
若
し
、
此
の
数
列
に
闘
し
て
、
単
純
算
術
平
均

α
と
、
上
記
の
依
件
却
を
満
足
す
る
ウ
ェ
イ
ト
叫
に

基
づ
い
て
算
出
せ
ら
れ
た
加
草
算
術
平
均
A
と
が
興
へ
ら
れ
る
た
ら
ぽ
、
此
の
二
つ
平
均
の
聞
の
関
係
か
ら
、
必
の
数
列
ハ
附
が
、
ク

レ
セ
ン
ド
か
4

ノ
ィ
ミ
一
一
ュ
エ
ン
ド
か
、
か
判
別
で
き
る
。
興
へ
ら
れ
た
数
列
は
車
調
在
白
で
あ
る
か
ら
、
逓
増
的
か
、
湛
減
的
か
二
一

《世田
5
5ロL
。
で
あ
る
か
は

者
そ
の
一
つ
を
出
で
た
い
。
然
も
、
上
記
に
よ
っ
て
逓
増
的
た
ら
ば
、
加
貢
平
均
は
単
純
平
均
よ
り
も
大
で
あ
担
、
遁
減
的
左
ら
ば
.

加
霊
平
均
は
草
純
平
均
よ
り
小
さ
い
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
加
霊
平
均
が
暇
純
平
均
よ
り
犬
き
い
な
ち
ば
、
も
と
の
数
列
は
逓
増
的

乃
至
巳
E
B
E
O
で
あ
り
、
加
霊
平
均
が
車
純
平
均
よ
り
小
で
あ
る
た
ら
ぼ
、
も
と
の
数
列
は
涯
滅
的
乃
至
島
田
E
C
m出
品
。
で
あ
る

他
は
た
い
。
か
く
て
、
車
純
一
牛
均
と
加
重
平
均
と
が
興
へ
ら
れ
る
怒
ら
ぽ
、
も
と
の
数
列
の
形
が
判
別
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

と
れ
が
今
吾
々
白
使
用
し
よ
う
と
す
る
ヒ
ル
ブ
ス
ザ
ツ
ツ
で
あ
る
が
、
と
れ
は
ヒ
ツ
ク
ス
が
そ
の
著
書
白
随
庭
に
、
一
階
燃
の
う
ち

に
不
精
確
注
が
ら
、
使
用
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
白
も
O
で
あ
る
。
吾
々
は
今
、
此
白
ヒ
ツ
ク
ス
が
用
ひ
た
ヒ
ル
フ
耳
ザ
ツ
?
を
首
面
の



問
題
陀
使
用
し
よ
う
と
す
る
に
止
る
の
で
あ
る
。

¥
 

さ
て
百
々
が
此
の
祈
助
定
理
を
使
用
し
て
考
へ
よ
う
と
す
る
系
列
乃
主
流
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
競
を
用
ひ
て
云
へ
ば
、

A
W
C
0
・

hc=
臨
む
と

(
品
由
)

、
九
日
お
ぜ

で
あ
る
。
ヒ
ツ
ク
ス
の
用
語
を
借
り
て
云
へ
ば
、
そ
れ
は

R
自己間】

E-
号
E
E
、
で
あ
り
、
或
は
-
清
一
般
的
た
則
語
法
を
以
て
す

れ
ぽ
、
「
投
資
の
限
界
車
位
」

(
E
2羽
目
払
自
民
。
『

5
4
E
E
g
m
)
に
相
前
す
る
と
と
ら
の
も
の
で
あ
る
。
五
日
々
は
此
の
「
限
界
の
流
れ
」

が
車
調
で
あ
る
冒
と
俄
定
し
て
、
そ
れ
が
の
耳
目
。

E
o
で
あ
る
か
、
或
は
ま
た
岳

E
H
E
E号
で
あ
る
か
、
を
見
上
う
と
す
る
。
若
L

そ
れ
が
の
E
Z自
白
0

で
あ
る
注
ら
ば
川
そ
れ
は
「
刺
飴
め
流
れ
が
上
に
傾
く
己
兵
」
(
白
石
言
E
E
m
z
n
v
n
善
E
E
1
2
1
5
E
)
を

意
味
す
る
で
あ
ら
う
。
邸
ち
、
現
夜
か
ら
遠
い
時
鮪
ほ
ど
剰
徐
の
増
大
が
大
き
い
や
う
に
生
産
計
聾
が
編
制
さ
れ
る
己
と
、
従
っ
て
、

遠
い
時
鮪
程
生
政
商
が
増
加
し
、
投
下
が
減
宇
ず
る
や
う
計
護
が
樹
立
さ
れ
る
と
と
を
意
味
す
る
で
あ
ら
号
。
ヒ
ツ
ク
ス
が
利
干
歩

合
下
落
の
生
産
計
書
へ
の
影
響
と
し
て
絞
べ
る
と
己
ろ
は
か
〈
の
如
昔
剰
除

ρ流
れ
の
上
へ
の
傾
斜
穀
田
市
で
あ
る
が
、
以
下
五
H

々
は
、

此
の
殻
田
市
が
出
宇
る
所
以

J

を
、
上
記
白
補
助
定
却
の
趨
用
に
於
て
、
不
等
式
問
か
ら
説
明
し
よ
う
。

な
る1 ft
閲の臼臼 υ

係とラミE 読
が、明

成は
立容
す町 h 易
る i凶ぜ駐?で
己記"5lあ

と ~I ~ o 
~ ~~ il 
知 Y b 既
つ 民

て吾
ゐ々
る 4土。 、

今
五
日
々
は
上
記
D
補
助
定
現
に
於
け
る
向
に
相
官
ず
る
も
白
と
し
て

h
S
F
を
考

へ
、
ウ
ェ
イ
ト
叫
に
相
営
ず
る
も
白
と
し
て

t
を
考
へ
ょ
う
。
然
る
と
き
先
V
づ
m
出
は
、
系
列

( 

ι 
・司

，-

h

山。ιWAUg
「
弓
九
四
む
ご
九
同

N
白

CMW

、
E
d冨

h
A
Uぜ

ヒ
ツ
ク
ス
の
資
本
淵
論

却

F
f坦
寸
大
巻

正
州

第
五
蹴

J¥. 



ヒ
ツ
ク
ス
の
資
本
理
論

第
五
十
六
巻

五
回
凹

第
五
挽

F、

印
ち
詞
は
ば
割
引
さ
れ
た
る
限
界
の
流
れ
一
F
O
ハ世間
O戸
E
O
L
E
E一唱
E
-
寄
2
目
)
を
考
へ
る
揚
合
、
単
純
算
術
平
均
が
零
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
突
に
引
は
、
此
の
系
列
K
ワ
い
て

t
E
ウ
ェ
イ
ト
と
し
て
加
重
算
術
平
均
を
つ
く
れ
ば
、
此
の
加
重
算
術
平
均
は

零
よ
り
大
で
あ
る
己
と
を
示
す
。
従
っ
て
今
白
揚
合
加
重
算
術
平
均
は
草
純
算
術
平
均
よ
り
も
大
で
あ
一
る
。
掛
川
っ
て
岬
の
み
た
ら
守

系
列
酌
も
亦
単
調
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
上
記
白
判
別
訟
に
上
九

J

て
数
列
叫
は

E
2
2
E。
で
あ
る
。
剖
ち
、

(
串
∞
)

E
。白

F
〈
E
M
h
A
F
A
E向白川同悶〈

〈
h
y
b
c可

十旨 で
数あ
のる
会骨
加然
にる
特につ。
ては
車
調利
U乙 守三

減歩
f少合

すが
る lE
P で

従あ
っる
て以
(48)上

〈よ
主り 一

よ
り
も
小
で
あ
る
か
ら
、
戸
は
一
よ
り
も
小
で
あ
り
、
従
っ
て

F
は
暴

(邑

)

b

p
〈
ヌ
F
ん
ハ
た
が
〈

を
得
る
。
印
ち
、
一
系
列
剖
は
車
調
増
加
で
あ
る
己
と
が
示
さ
れ
る
。

か
〈
の
如
く
、
問
単
調
危
る
系
列
胡
は
帽
担
増
的
で
あ
る
己
と
が
示
ぎ
れ
る
が
、
と
れ
に
闘
し
て
尚
失
白
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
上
記

の
拘
は
明
白
諸
項
白
線
和
が
零
で
あ
る
己
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
軍
調
増
加
系
列
酌
の
う
ち
に
は
、
負
白
も
む
が
左
け
れ
ば

左
ら
宇
、
然
も
、
そ
れ
は
車
調
K
遁
増
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
或
る
週
か
ら
前
の
も
の
は
凡
て
負
一
で
た
け
れ
ば
た
ら
血
E
と
と
怠
る
。

卸
ち
、
系
列
的
忙
於
て
成
る
週
か
ら
い
附
の
剰
徐
の
増
分
刊
は
凡
て
負
で
左
貯
れ
ば
た
ら
ね
。
、

ヒ
ツ
ク
ス
は
、
彼
の
所
謂
E

口
市

E
E
E二
。

F
O
ω
q
E目
。
ご
信
号
古
語
叱
一
を
説
明
し
て
改
の
如
く
云
ム
。
ー
「
凡
て
の
期
聞
に
亙
‘

，
る
貸
借
に
針
し
て
週
営
り
の
利
子
歩
合
が
騰
貴
す
れ
ぽ
、
凡
で
の
将
来
の
剰
徐
に
鷹
や
る
割
引
率
、
(
即
ち
割
億
円
『
債
格
』
)
が
引
上
げ

ら
れ
る
己
と
に
な
る
か
、
と
の
と
と
自
慢
は
、
目
前
の
剰
徐
を
減
じ
て
、
将
来
の
剰
僚
を
楠
大
せ
し
め
る
直
接
の
傾
向
を
生
宇
る
。

然
し
此
の
鑓
動
は
摘
富
市
白
剰
徐
の
『
債
格
』
の
同
じ
割
合
で
の
境
動
に
止
る
も
の
で
は
た
い
。
剰
徐
の
『
債
格
」
の
系
列
の
う
ち
、



後
の
遇
。
剰
徐
の
「
債
格
』
は
そ
れ
よ
り
も
以
前
0
・
遮
白
一
剰
飴
白
「
便
格
』
よ
り
も
一
居
淑
し
〈
鑓
動
し
、
前
の
週
の
刺
徐
の
「
恒

格
」
は
そ
れ
よ
り
も
以
後
の
週
の
剰
徐
白
「
債
格
』
よ
り
も
一
居
弱
く
鍵
動
す
る
。
己
乙
に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
の
週
の
刺
徐
に
は
二
つ

の
力
が
作
用
す
る
と
と
と
在
る
。
第
一
白
も
白
は
そ
の
週
の
刺
徐
の
『
債
格
』
の
騰
貴
に
基
く
も
白
で
あ
り
、
そ
の
週
の
剰
飴
を
幣

加
せ
し
め
る
方
向
に
作
用
す
る
。
第
二
の
も
白
は
他
の
『
債
格
』
の
騰
買
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
平
一
白
咽
曜
の
剰
徐
を
引
上
げ
る
方

向
に
作
用
す
る
。
然
し
左
が
ら
、
モ
の
剰
徐
D
闘
す
る
週
が
後
に
た
れ
ば
な
る
だ
け
、
増
大
の
方
向
に
作
用
す
る
カ
が
強
く
、
牧
縮

の
方
向
民
作
用
す
る
力
が
弱
い
は
十
で
あ
る
。
か
く
て
吾
々
は
、
時
間
的
に
最
も
先
に
あ
る
剰
徐
に
於
て
は
最
大
の
棋
大
増
加
が
見

ら
れ
、
時
間
的
に
最
も
前
に
あ
る
剰
徐
に
於
て
は
最
大
白
牧
縮
減
少
が
見
ら
れ
る
と
珠
想
す
べ
昔
で
あ
る
。
剰
儀
の
流
れ
が
受
け
る

会
款
問
木
は
、
そ
れ
は
傾
斜

2
5
1受
け
る
主
五
っ
て
己
れ
を
表
現
す
る
と
と
が
山
川
来
よ
う
。
剰
徐
の
流
れ
は
一
端
忙
於
て
押
下
げ

ら
れ
、
他
白
一
端
に
於
て
押
上
げ
ら
組
る
@
謂
は
ば
そ
れ
は
、
中
央
の
或
る
賭
の
ま
は
り
に
、
上
下
に
廻
帥
押
さ
れ
る
の
で
一
あ
る
。
」
ヒ

ツ
仇
ス
は
利
子
歩
合
下
落
白
上
方
的
傾
粥
致
呆
を
か
や
う
に
説
明
す
る
が
、
舌
々
が
以
上
で
一
明
か
に
し
た
も
の
が
、
恰
も
か
〈
の
如

垂
上
方
的
傾
斜
殻
果
に
他
た
ら
抱
己
と
は
、
既
に
明
か
で
あ
ら
う
。
た
だ
ヒ
ツ
ク
ス
は
、
此
の
上
方
的
傾
軒
数
山
北
の
説
明
を
既
惑
の

平
均
期
間
延
長
数
果
の
説
明
と
切
離
し
て
行
っ
た
り
に
謝
し
て
、
吾
々
は
、
此
の
二
つ
を
統
一
的
崎
明
か
に
し
た
白
で
あ
っ
た
。
邸

ち
、
上
方
的
傾
斜
放
岡
市
は
、
吾
々
自
立
揚
か
ら
云
へ
ば
、
平
均
期
間
延
長
殻
呆
の
云
ひ
改
め
に
他
友
ら
宇
、
ま
た
設
に
云
へ
ば
、
平

均
期
間
延
長
数
果
は
此
の
上
方
的
傾
斜
殺
岡
市
白
他
白
字
国
に
他
た
ら
註
い
の
で
あ
る
。
常
識
的
に
云
つ
で
も
、
生
産
期
間
乃
宣
投
資

期
間
の
延
長
と
は
、
生
産
要
素
が
近
い
時
前
来
の
た
め
の
生
産
か
ら
引
上
げ
ら
れ
て
一
居
法
い
帰
来
の
生
産
忙
ふ
り
む
け
ら
れ
る
E
と

と
考
へ
ら
.
れ
て
ゐ
る
が
、
吾
々
の
じ
こ
で
の
説
明
は
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
平
均
期
間
延
長
の
意
味
す
る
と
と
る
が
、
事
賓
と
れ
忙
他
友
ら

む
と
と
を
明
か
に
す
る
も
り
で
あ
る
。
夏
に
ヒ
ツ
ク
ス

ι於
て
は
、
利
子
歩
合
低
下
の
平
均
期
間
延
長
穀
果
の
説
明
広
首
っ
て
、
恥
叫

ヒ
ツ
タ
ス
由
貿
本
国
論

第
五
寸
大
経

五
四
五

第
五
蹴

Fに

Hicks; ibid・p.216 



ヒ
ッ
タ
ス
の
資
本
理
論

第
五
イ
六
巻

第
五
親

五
四
六

へ
問

を
概
念
的
に
論
詮
ず
る
わ
常
っ
て
か
の
、

J
Z
B宮
E
r自
己
記
7
M
ゆ
え
自

E
目
r
E『
ω
円高

E弓
。
概
念

E
利
用
す
る
が
、
岬
捕
し
不
等

式
む
の
終
消
島
一
的
意
味
は
、
正
H

々
。
試
み
た
如
〈
、
上
方
的
傾
斜
救
出
取
に
求
め
る
方
が
、
率
五
リ
正
し
〈
然
も
自
然
で
注
い
で
あ
ら
う

占

以
上
に
於
で
は
、
限
界
の
流
れ
却
も
赤
割
引
さ
れ
た
限
界
の
流
れ
釘
も
共
に
単
調
で
あ
る
と
偲
定
し
た
が
、
勿
論
ζ

れ
は
繁
一
失
的
接
近
・
と
し
て
に

止
ま
る
。
詞
は
ば
、
抗
線
由
形
で
岱
て
佼
品
ら
れ
た
趨
勢
と
し
て
に
止
重
る
。
第
三
主
的
接
近
と
し
て
は
、
既
に
ヒ
ツ
ク
ス
が
注
意
し
て
ゐ
る
や
う
に
、

位
惰
性
要
素
の
作
用
を
考
慮
す
べ
き
寸
あ
賞
、
か
〈
惰
性
要
議
を
顧
慮
す
る
と
き
、
剰
融
の
前
山
ザ
{
従
ワ
て
投
下
回
晴
大
)
の
重
賄
は
限
延
か
い
期
間
に

は
視
は
れ
ず
、
寧
ろ

E
E
R出。

P
E日
に
現
は
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
E
あ
ら
う
。

と
れ
ま
で
五
回
を
は
ヒ
ツ
ク
ス
自
身
白
立
場
を
そ
の
ま
ま
認
め
乍
ら
、
謂
は
ば
そ
れ
を
内
在
的
忙
怖
正
す
る
仕
事
を
進
め
て
来
売
。

今
暫
く
此
D
仕
事
を
綴
け
た
い
と
思
品
。

吾
と
は
前
節
に
於
て
不
等
式

(

巴

)

凶

色

d
p
v
c

ー@

の
経
済
皐
的
意
味
を
、

(怠
)

M

h

明
た
が
H
一号

。
援
用
の
下
民
、
利
子
歩
合
下
落
の

k
へ
の
傾
綿
効
果
に
求
め
た
。
，
次
に
玉
川
と
は
此
の
不
等
式
剖
を
ヒ
ツ
ク
ス
が
好
ん
で
使
用
す
る

「
流
れ
の
平
均
期
間
」

(
p
h
E
Z
B曹
官
23-a
。
士
宮
号
E
a
a
=
-
5
)
の
概
念
の
遡
加
に
於
て
考
察
し
、

先
に
問
題
と
さ
れ
た
平
均
期

間
延
長
殻
果
の
内
面
的
意
味
を
一
一
府
立
入
っ
て
分
析
し
て
世
昔
度
い
と
忠
ふ
。

さ
て
、

E
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
が
ヒ
ツ
ク
ス
の
所
謂
「
限
界
の
流
れ
」
令
官

E
Z唱

E
Z
5
2
)
で
あ
る
E
士
、
従
っ
て
ま
た
、

1主icks;ibid. p. 201， 221 
lIicks; ibid. p. 211・

z) 
3) 



制
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
此
の
寸
限
界
の
流
れ
」
の
資
本
債
依
が
零
で
あ
石
乙
と
で
あ
る
こ
と
も
既
に
五
日
と
が
見
た
と
己
与
で
あ

る
。
今
世
と
は
此
の
限
界
刺
飴
刊
を
ご
う
の
部
分
に
分
た
ろ
と
岡
山

JT
「
刑
判
飴
」
は
、
既
漣
の
如
く
。
生
産
高
の
偵
伽
(SHgo
え

z
q旦

マ
イ
ナ
ス
「
投
下
白
慎
伯
」

(
=
-
5
0ご
臣
官
骨
)
で
あ
る
。
己
れ
に
肱
じ
て
限
界
剰
徐
叫
も
二
つ
に
分
た
れ
る
n

今
利
率
下
落
に
基
づ
〈

生
丙
計
書
従
更
の
結
果
生
や
る
第
t
遡
の
「
生
産
高
白
憤
値
」
の
精
分
を
慢
に
生
産
高
増
分
と
呼
ん
で
叫
で
表
は
し
、
ま
た
第
t
遡

の
「
投
F
の
慣
値
」
の
増
分
を
偲
に
搾
下
増
分
左
呼
ん
で
叫
で
表
す
と
と
と
す
れ
ば
、
明
か
医
、

3
9
 

臨む

husis

と
な
り
、
従
っ
て
限
界
の
流
れ
は

(
町
一
戸
)

ミ
-
l
l
d
宕

£
-
l
a
eピ

ゼ

F崎

正

E 
t， 
て
表
は
さ

れ
ー←一、 J る

ままと
同<':
F と

t:r. 
!..'r" ;; 

換

す
れ
ば

(
印
時
)

"
同
ム
m-電

3

・
e日

e ・r

bz
以
寸
」
夫
と

E
E同
月
珂

F
E
H
O耳
目
》
旦
著
作
詞
ロ
ペ
(
出
産
高
靖
分
自
流
れ
)
及
び

J
M町田官
D
P

一E
℃
亘
書
-
E
E
}
(投
下
帯
分
。
流
む

と
と
す
れ
ば
、
限
界
の
流
れ
は
此
の
二
つ
の
流
れ
よ
り
合
成
さ
れ
る
と
と
と
た
る
。

を
表
す
こ

か
〈
の
如
く
事
と
は
限
界
の
流
れ
を
二
つ
の
構
成
部
分
に
分
っ
て
、
「
生
産
高
増
分
の
流
れ
」
と
「
投
下
増
分
の
流
れ
」
と
の
二
つ

の
流
れ
を
老
へ
た
が
、
中
引
に
此
の
一
一
つ
の
流
れ
の
一
各
廷
に
つ
い
て
平
均
矧
聞
を
考
へ
ょ
う
。
流
れ
の
平
均
期
間
の
定
義
に
従
一
つ
て
、

「
生
産
高
増
分
の
流
れ
」
の
平
均
期
間
U
、
及
び
投
下
増
分
の
流
れ
の
平
均
期
間
V
は
そ
れ
ぞ
れ

ヒ
ツ
ク
ス
の
安
本
理
荷

第
五
十
六
巻

有
川
七

第
五
腕

"も
h 



ヒ
ツ
ク
ス
内
責
本
理
論

情
五
十
六
巻

五
回

A

第
五
競

八
六
一

?
担
品
川

Y
7相
直

M
E
h
s

凶
E
J
V

で
興
へ
ら
れ
る
J

五
口
と
は
か
〈
の
如
き
二
り
の
平
均
期
間
を
考
へ
よ
う
と
す
る
白
で
あ
る
。

~ 

先
づ
、
此
の
こ
う
の
分
数
式
の
夫
と
の
分
母
に
つ
い
て
考
へ
上
う
。
夫
廷
は
勿
論
、
生
産
高
増

b
D流
れ
の
資
本
領
値
及
び
投
下

増
分
の
資
本
償
値
で
あ
る
。
さ
て
、
式
加
が
、
限
界
の
流
れ
の
資
本
慣
値
が
零
に
等
し
い
乙
と
を
意
味
す
る
と
と
は
既
漣
の
如
く
で

あ
る
。
と
乙
ろ
で
、
上
に
見
た
通
り
、
此
の
限
界
四
流
れ
は
、
生
産
高
明
分
の
流
れ
と
投
下
増
八
刀
の
流
れ
止
の
謂
は
ぽ
差
忙
等
し
い
。

従
っ
て
、
限
界
の
流
れ
の
資
本
債
値
が
目
(
}
た
る
己
左
は
、
生
産
高
増
分
の
流
れ
白
資
本
債
値
は
投
下
増
分
の
流
れ
の
資
本
債
値
に

等
し
い
。
剖
ち
、
式
坊
の
二
つ
の
分
数
式
に
於
て
分
母
は
等
し
い
の
で
あ
る
。

T

J

'

r

t

¥

 

か
ぐ
の
如
〈
、
「
生
産
高
崎
分
り
流
れ
L

の
一
平
均
期
間
と
「
投
下
増
分
の
流
れ
」
の
平
均
期
間
と
は
分
母
を
共
通
す
る
。
従
っ
て

此
の
二
つ
の
流
れ
の
平
均
期
聞
の
何
れ
が
長
い
か
は
、
た
だ
分
子
だ
け
比
較
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
直
ち
陀
明
か
と
な
る
。
と
E
ら
で

1
t

、、

「
限
界
の
流
れ
」
は
、
再
び
、
生
産
高
増
分
白
流
れ
と
段
下
増
分
の
流
れ
と
の
差
に
等

ιい
か
ら
、
不
等
式
剖
の
左
謹
を
と
っ
て
考
へ

れ
ば
、

凶
ミ
』
q
h
H凶
-
R
S
l凶
色
よ

で
あ
り
、
己
れ
よ
り
此
の
二
つ
の
平
均
期
間
に
闘
し
で
、
分
子
は
「
生
産
高
増
分
の
流
れ
L

D
モ
れ
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
、
仰
に

よ
っ
て
知
れ
る
。
即
ち
、
利
子
歩
合
が
下
落
し
た
場
合
、
「
生
産
高
増
分
の
流
れ
L

の
平
均
期
間
ぴ
は
「
投
下
増
分
の
流
れ
」
の
平
均

期
間
V
よ
り
も
大
で
あ
る
。
記
渡
的
に
一
式
へ
ば
、

円
パ
リ
V

可

で
あ
る
。

以
七
に
よ
っ
て
、
利
子
歩
合
が
下
落
し
た
場
合
、
生
産
高
増
分
の
流
れ
の
一
平
地
期
間
が
投
下
増
分
の
流
れ
の
平
均
期
間
よ
り
も
長



く
怠
る
、
(
従
ワ
て
ま
た
、
利
子
歩
合
が
購
買
し
た
場
合
は
此
白
逝
で
あ
る
)
己
と
が
明
か
に
さ
れ
た
。
と
の
こ
と
か
ら
、
前
節
に
論
巳
た
傾

斜
妓
果
主
、
謂
は
ば
ヒ
ツ
ク
ス
的
方
法
に
従
っ
て
、
導
〈
己
と
は
容
易
で
あ
る
。
平
均
期
間
と
は
「
慎
値
の
流
れ
の
ク
レ
シ
エ
ン
ド

乃
至
ヂ
イ
ミ
=
ュ
エ

Y
ド
を
測
る
数
聞
申
的
友
る
方
法
L
(
E
Z
E
E
P
己
主
E
E
E
l
E
m
・F伺
2
Z
E
r
o司
P
E
2
2含
。
F
U
Z
E出

。『

Ezo)
に
他
た
ら
在
い
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
加
〈
、
生
産
高
増
分
の
流
れ
の
平
均
期
間
が
投
下
増
分
の
流
れ
の
平
均
期
間
よ

h

り
犬
き
い
E
と
は
、
「
限
界
の
流
れ
し
が

2
0円
。
ロ
ま
で
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
。

と
の
こ
と
か
ら

傾
斜
数
果
が
導
き
出
さ
れ
る

こ
と
は
、
既
に
吾
と
が
前
筒
に
示
し
た
遁
り
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
杏
と
は
、
「
平
均
期
間
」
の
概
念
を
導
入
す
る
己
と
に
よ
っ
て
、
式
む
を
、
傾
斜
放
果
を
示
す
も
の
と

L
て
意

ヒ
ツ
ク
ス
が
好
ん
で
用
ひ
る
論
法

E
以
て
、
利
率
下
落
の
生
産
期
間
延
長
妓
果
と
上
へ
白
傾
斜

味
づ
け
る
己
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

数
果
と
の
聞
の
不
可
分
自
闘
係
を
明
か
に
た
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
此
白
二
つ
の
妓
果
の
闘
係
主
明
か
に
す
べ
き
ヒ
ツ
ク
ス
の

論
法
は
必
歩
し
も
充
分
明
断
で
は
な
〈
、
そ
の
結
果
そ
の
分
析
の
射
程
を
不
明
瞭
た
ら
し
め
る
恐
れ
が
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
私

は
、
ヒ
ツ
ク
ス
の
亙
リ
均
期
間
な
る
概
念
に
一
居
直
視
的

K
Z
意
味
を
興
へ
て
己
れ
に
よ
っ
て
以
上
の
分
析
白
も
つ
意
義
主
一
一
暦
明
抽
出

な
ら
し
め
る
乙
と
を
試
み
よ
号
戸
思
ム
。

四

ヒ
ツ
ク
ス
的
な
る
平
均
期
間
概
念
を
直
視
化
す
手
懸
り
は
、
か
の
重
心
特
に
質
結
釆
の
重
心
の
概
念
に
求
め
ら
れ
る
と
思
ふ
。
い

ふ
ま
で
も
た
く
、
質
鮪
系
D
童
心
は
、
質
貼
の
質
量

E
ウ
エ
イ
ト
と
す
る
質
鮪
D
座
擦
の
加
重
平
均
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

L
」己

る
で
五
口
と
白
平
均
期
間
は
か
く
の
如
き
加
重
平
均
に
他
た
ら
な
い
。
今
、
生
産
高
増
分
の
流
れ
の
平
均
期
間
U
正
つ
い
て
一
五
へ
ば
、

そ
れ
は
、
割
引
さ
れ
た
る
生
産
高
増
八
T
Kウ
エ
イ
ト
と
す
る
時
間
的
距
離
の
加
重
平
均
に
他
友
ら
た
い
。
従
っ
て
今
、
直
線
を
以
て

ヒ
ツ
ク
ス
の
整
本
理
論

第
五
十
六
巻

五
問
九

帯
五
時
相

F、
-b 

Hicks; ibid. pp. 187-188. 
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五
十
六
巻
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五
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" 

時
の
経
過
を
表
は
し
、
現
在
〈
計
義
時
賠
)
を
原
則
と

L
、
此
白
原
賦
か
ら
の
距
離
を
以
て
現
在
か
ら
四
時
間
的
距
離
を
は
か
る
と
と

げ
と
し
、
各
週
の
生
産
高
増
分
主
、
割
引
さ
れ
た
る
生
産
高
の
償
値
の
増
分
を
質
量
と
し
て
持
つ
質
黙
と
宥
倣
す
段
ち
ぽ
、

一

平

均

期

間

U
が
示
す
も
の
は
、
此
の
生
産
高
増
分
白
系
の
重
心
の
座
棋
(
苦
か
ら
の
時
間
的
距
離
)
に
他
在
ら
ね
と
一
式
へ
よ

片

U

う
。
同
様
の
と
と
が
投
下
埼
分
の
流
れ
の
平
均
期
聞
に
つ
い
て
云
は
れ
得
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
-
泣
い
。
更
に
、
此
の
翻

)
 

十
日

y

離
に
立
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
以

k
で
五
円
と
が
問
題
の
中
心
に
置
い
た
不
等
式
幻
自
充
溢
が
測
る
も
の
は
、
此
の
宇
一
つ
の
貴

(
 

一
心
白
悶
の
距
離
で
あ
っ
た
と
一
首
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
、
不
等
式
出
は
、
投
下
増
分
の
(
系
白
)
重
心
か
ら
生
蕗
両
増
分

ト
現
在
の
(
系
白
)
重
心
ま
で
の
距
離
、
(
匂

1
3
を
測
る
も
の
で
あ
っ
た
、
正
云
は
れ
る
で
あ
ら
う
(
上
岡
歩
胤
)

C

と
と
ろ
で
、
物
理
壊
に
於
け
る
重
心
は
一
定
の
一
物
瑚
準
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
副
ち
、
各
質
黙
の
質
量
の
縮
和
一
を
質

量
と
す
る
質
賄
が
重
心
に
あ
る
止
偲
定
し
た
揚
合
、
此
の
質
賄
に
作
用
す
る
重
力
は
、
質
融
系
の
各
質
附
制

ι作
用
す
る
車
力
の
全
合

力
に
等
し
い
し
ら
い
ム
閥
係
が
る
っ
た
。
勿
論
五
引
を
の
平
均
期
聞
の
揚
合
、
そ
れ
に
劃
し
て
か
ミ
り
如
き
窓
義
を
求
め
得
む
己
と
は
明

か
で
あ
る
o

然
し
そ
れ
だ
か
ら
と
云
う
て
此
の
「
重
心
」
が
粧
椀
串
的
に
無
意
義
で
あ
る
と
一
五
ひ
得
た
い
と
と
も
明
か
で
あ
る
。
一
』
n

h

、
の
、
と
れ
ま
で
の
傾
烈
殺
間
取
の
介
析
は
、
此
の
「
平
均
期
間
L

と
し
て
考
へ
ら
れ
た
「
童
心
」
の
粧
怖
感
的
意
義
を
明
示
す
る
も
の

と
E

へ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
、
か
う
で
あ
る

0
1利
予
歩
合
の
費
動
に
伴
っ
て
生
産
計
蓑
が
鐙
更
せ
ら
れ
る
が
、
此
の
計
賓
の
時
現
更

は
「
生
産
高
増
分
の
流
れ
」
と
「
投
下
増
分
の
流
れ
」
と
の
一
一
一
つ
の
部
分
に
分
っ
て
観
察
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
己
ろ
で
、
利
4
J

歩

合
下
落
の
揚
合
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
概
拐
的
・
組
問
的
に
一
ー
っ
て
、
生
産
高
増
分
の
流
れ
は
時
間
的

ι遁
井
的
形
態
を
と
り
、
投
下

増
分
の
流
れ
は
時
間
的
に
遮
降
的
形
態
を
止
る
が
、
生
産
高
増
分
の
(
系
白
)
軍
心
が
投
下
増
分
の
(
系
白
)
重
心
よ
り
も
遠
く
に
位
置

す
る
と
い
ふ
己
と
は
、
己
の
と
と
の
云
ひ
改
め
に
過
ぎ
た
い
。
然
し
、
此
の
芦
心
概
念
に
よ
る
事
態
の
表
現
は
、
か
の
平
均
期
間
概



念
に
よ
る
表
現
よ
り
も
、

一
居
直
接
に
此
の
事
態
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
産
高
増
分
の
流
れ
が
時
間
的

ι遁
昇
的
形
態
を
と

る
と
い
ム
己
と
は
、
生
産
高
白
流
れ
す
ロ
苦
亘
書
E
E
)
そ
の
も
の
の
膨
脹
繍
大
が
遠
い
時
前
来
陀
於
て
起
る
己
と
を
意
味
す
る
か
ら
、

警
一
械
的
に
云
へ
ば
生
産
高
の
流
れ
は
先
き
に
引
上
せ
ら
れ
る
と
と
と
な
る
。
之
に
貝
し

τ、
投
下
増
分
の
流
れ
が
遁
降
的
で
あ
る
と

と
は
、
投
下
の
流
れ

(
M
4
E
E
Eヨ
)
そ
の
も
の
が
眼
先
曹
に
引
ょ
せ
ら
れ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
吾
と
が
己
己
で
問
題
と
す
る
の

は
・
か
く
の
如
く
流
れ
を
増
大
せ
し
め
る
力
、
或
は
流
れ
を
引
寄
せ
Z
力
が
作
用
す
る
部
分
の
遠
近
(
現
在
か
も
り
捌
つ
て
の
建
泣
}
に
他

な
ら
血
が
、
重
心
は
各
筑
賄
に
働
く
重
力
の
金
合
力
の
着
力
附
闘
で
あ
る
か
ら
、
か
〈
の
如
〈
流
れ
を
引
寄
せ
る
力
が
作
用
す
る
部
分

を
重
心
と
し
て
考
へ
る
と
と
は
、
事
排
出
を
直
接
的
に
表
現
す
る
所
以
で
あ
り
、
事
態
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
の
に
、
か
の
「
平
均
期
間
」

の
概
念
を
以
て
す
る
よ
り
も
、

島
唐
山
相
殺
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
烹
心
概
念
は
絞
消
皐
的
に
有
意
義
で
あ
る
と
一
五
へ
る

Q

乙
こ
で
一
青
ミ
ば
力
の
概
念

E
m
ひ
た
。
却
諭
こ
れ
は
、

時
で
、

ζ

と
に
敢
て
力
削
概
念
を
値
即
す
る
e

一
つ
の
岬
首
輪
以
上
を
出
る
も
白
で
は
な
い
@
た
だ
皆
聡
と
し
て
は
‘
宿
殻

σあ
る
。
曲
目
意

以
上
で
、
一

t

平
均
期
間
し
と
し
て
の
「
章
一
心
し
が
流
れ
を
増
大
せ
し
め
る
力
が
似
く
作
刑
す
る
部
分
配
示
す
と
と
を
内
傾
斜
放
川
市
の

分
析
を
利
用
し
つ
つ
示
し
た
が
、
と
の
こ
と
は
、
傾
刻
放
県
の
分
析
に
よ
ら
十
と
も
、
平
均
期
間
の
加
重
平
均
と
し
て
の
定
義
そ
の

も
の
か
ら
、
既
に
明
か
で
あ
る
。
若
し
こ
の
こ
と
が
最
初
か
ら
明
か
で
る
る
と
す
れ
ば
、
か
の
利
子
歩
合
下
落
の
生
産
期
間
延
長
殻

川
市
.
、
郎
ち
、
産
出
向
増
分
白
平
剛
一
心
が
投

F
増
分
自
草
心
よ
り
も
遠
く

ι位
世
す
る
こ
と
か
ら
、
刺
徐
の
流
れ
に
封
ず
る
上
へ
の
傾
斜

放
川
市
(
印
ち
限
界
的
械
れ
の
漣
昇
的
形
態
)
を
導
者
向
す
E
と
は
組
め
て
容
易
で
あ
芯
。
帥
ち
、
投
下
は
山
問
先
き
に
於
て
出
〈
哨
加
せ
し

め
ら
れ
、
戸
時
刊
'
向
は
遠
い
将
来
K
於
て
弧
〈
増
加
せ
し
め
ら
れ
る
以
主
、
利
飴
の
流
れ
が
上
へ
の
削
斜
を
受
け
る
と
と
は
白
ち
に
明

瞭
で
あ
る
と
五
は
ね
ば
紅
ら
ね
。
此
の
意
味
に
於
て
告
と
は
、

ヒ
ツ
ク
ス
の
「
平
均
期
間
」
慨
念
を
「
重
心
」
の
概
念
で
置
き
か
べ

る
と
と
に
よ
っ
て
、
問
題
と
す
る
事
態
の
本
質
を
一
厨
明
瞭
に
把
握
し
得
る
に
到
る
の
で
あ
る
。

ヒ
ァ
ク
ヌ
の
費
本
開
論

第
五
イ
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